
24
年
４
月
か
ら
、
外
来

患
者
数
の
減
少
か
ら
外
来

看
護
師
が
１
名
削
減
さ
れ

ま
す
。
認
定
・
専
門
看
護

師
は
、
職
場
の
業
務
を
行
っ

て
か
ら
、
認
定
・
専
門
看

護
師
の
業
務
を
行
う
等
、

職
員
へ
の
負
担
が
増
し
て

い
る
実
態
の
改
善
が
必
要

で
す
。

二
交
替
制
の
試
行
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多
く
の

組
合
員
が
現
在
の
試
行
体

制
の
二
交
替
制
勤
務
を
望

ん
で
い
ま
す
が
、
二
交
替

勤
務
が
心
身
へ
の
負
担
を

訴
え
る
組
合
員
も
い
る
こ

と
か
ら
、
二
交
替
制
が
で

き
な
い
職
員
へ
の
対
応
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
、
削
減

提
示
が
さ
れ
た
７
対
１
看

護
師
の
削
減
が
あ
れ
ば
、

30
人
の
患
者
に
対
し
て
は

20
人
の
看
護
師
数
で
よ
く

な
り
、
二
交
替
制
勤
務
の

体
制
が
取
れ
な
く
な
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。

医
師
の
欠
員
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
景
気
悪
化

な
ど
に
よ
り
、
23
年
度
の

患
者
数
が
落
ち
込
ん
で
い

ま
す
。
24
年
度
の
目
標
達

成
に
は
医
師
の
確
保
が
必

要
で
す
。

二
次
救
急
、
結
核
な
ど

の
政
策
医
療
を
行
い
、
地

域
医
療
も
充
実
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
す
。

７
対
１
看
護
体
制
に
つ

い
て
も
想
定
患
者
数
の
見

直
し
が
さ
れ
、
定
数
削
減

と
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
い
く
必
要
も
あ
り
ま

す
。乳

が
ん
検
診
の
充
実
の

た
め
に
は
、
一
次
検
診
の
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県立病院ではたらく仲間をつなぐ

２
月
23
日
、
水
産
会
館
に
お
い
て
、
第
10
回

中
央
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
11
月
に
行
っ
た
定
期
大
会
以
降
の
活
動

と
、
11
年
度
会
計
決
算
の
報
告
を
確
認
し
、
６

月
ま
で
の
方
針
に
つ
い
て
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
新
入
組
合
員
へ
の
加
入
、
春
闘
、
12

職
場
要
求
等
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

が
ん
セ
ン
タ
ー

中
央
病
院

が
ん
セ
ン
タ
ー

愛
知
病
院

が
ん
セ
ン
タ
ー

尾
張
診
療
所

Ｑ

報
告
の
一
般
会
計
・

支
出
の
部
に
義
援
金
、
50

万
円
が
計
上
さ
れ
支
出
は

さ
れ
て
い
な
い
。
12
年
度

予
算
も
同
額
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
必
要
か
。
ま
た
、

義
援
金
の
内
容
、
経
過
を

教
え
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ

昨
年
、
東
日
本
大
震

災
の
支
援
と
し
て
組
合
員

の
皆
さ
ん
か
ら
義
援
金
を

募
り
、
連
合
会
か
ら
７
０

０
万
円
程
を
送
っ
た
。
各

単
組
（
県
職
・
病
院
）
と

し
て
も
何
か
義
援
・
支
援

で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
、
６
月
に
開
催
し
た
中

央
委
員
会
で
補
正
予
算
を

組
ん
だ
が
、
具
体
的
に
は

支
援
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
震
災
へ
の
支
援

は
長
い
ス
パ
ン
で
の
支
援

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

12
年
度
に
お
い
て
も
同
額

を
予
算
計
上
し
た
。
今
後
、

医
療
面
で
の
支
援
を
中
心

に
、
方
法
等
を
考
え
て
い

き
た
い
。

質

疑

・

答

弁



実
施
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
医
師
の
確
保
を

病
院
事
業
庁
に
強
く
訴
え

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

化
学
療
法
に
つ
い
て
は

乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
て

い
な
い
水
曜
日
、
金
曜
日

に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
患

者
数
は
思
う
よ
う
に
増
加

し
ま
せ
ん
。
今
後
は
化
学

療
法
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

必
要
性
な
ど
も
考
え
て
い

く
必
要
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

民
間
病
院
と
の
役
割
分

担
の
見
直
し
で
48
床
減
の

２
７
３
床
と
な
り
、
13
年

度
着
工
し
、
16
年
度
に
全

面
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し

た
。救

急
病
棟
を
新
設
し
、

常
時
確
保
す
る
空
床
を
３

床
か
ら
５
床
に
拡
大
し
、

民
間
精
神
病
院
で
対
応
し

き
れ
な
い
救
急
患
者
を
受

け
入
れ
、
後
方
支
援
体
制

を
強
化
し
ま
す
。

一
般
的
な
う
つ
病
患
者

向
け
の
病
床
が
削
減
し
た

こ
と
に
よ
り
、
13
年
度
の

実
施
設
計
に
つ
い
て
は
、

所
属
と
の
話
し
合
い
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三
次
救
急
施
設
と
し
て
、

小
児
セ
ン
タ
ー
に
集
中
治

療
室
（
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
16
床
、

高
度
治
療
病
床
（
Ｈ
Ｃ
Ｕ
）

８
床
を
新
設
す
る
た
め
、

12
年
度
基
本
設
計
、
13
年

度
着
工
、
15
年
度
中
の
業

務
ス
タ
ー
ト
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

国
の
地
域
医
療
再

生
基
金
を
充
て
、
総

事
業
費
は
40
億
円
と

し
て
い
ま
す
。

３
次
救
急
の
準
備
段

階
と
し
て
、
二
次
救

急
の
全
日
対
応
を
計

画
し
て
い
ま
す
が
、

所
属
と
事
業
庁
の
考

え
に
は
ま
だ
、
隔
た

り
が
あ
り
ま
す
。

組
合
と
し
て
三
次

救
急
に
つ
い
て
、
基

本
設
計
の
段
階
で
必
要
な

要
求
を
ま
と
め
、
所
属
に

要
求
を
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

派
遣
期
間
が
終
了
し
て

い
く
年
度
を
迎
え
、
組
合

員
が
派
遣
先
へ
の
採
用
、

県
の
病
院
な
ど
に
異
動
す

る
か
な
ど
、
判
断
を
し
て

い
く
時
期
と
な
っ
て
い
き

ま
す
。

賃
金
、
労
働
条
件
な
ど

に
つ
い
て
は
、
病
院
事
業

庁
、
派
遣
先
の
組
合
な
ど

を
通
じ
、
派
遣
職
員
が
判

断
を
す
る
上
で
必
要
な
こ

と
に
つ
い
て
は
、
情
報
の

提
供
な
ど
が
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

２
月
23
日
、
星
ヶ
丘
ボ

ウ
ル
で
行
い
、
各
分
会
か

ら
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
、
男
女
合
わ
せ
て

最
高
ス
コ
ア
を
出
し
た
加

藤
明
美
さ
ん
（
城
山
病
院
）

の
始
球
式
を
皮
切
り
に
、

ス
ト
ラ
イ
ク
、
ス
ペ
ア
の

連
続
で
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

優
勝
は
、
男
性
が
前
田

千
代
喜
さ
ん
（
中
央
病
院
）
、

女
性
が
浅
井
美
和
子
さ
ん

（
城
山
病
院
）
の
お
二
人

で
し
た
。
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小
児
セ
ン
タ
ー

●結婚休暇
日 数 ６日（週休日・休日除く）
期 間 結婚の日の５日前から結婚の日後１年

を経過する日まで。
●忌引休暇
日 数 週休日・休日除く
対象親族 配偶者のおじ・おばを加える。

日数は１日。
●子の看護休暇

対 象 中学校就学の始期に達するまでの子
（小学生まで）に拡大。

●家族休暇
家族看護 対象から中学校就学の始期に達するま

での子（小学生まで）を除く。
中学生の子の予防接種を加える。
任意の予防接種も取得可。

永年勤続 永年勤続表彰（勤続25年）を受け、又は
勤続20年若しくは30年を経過した場合

結婚・親族死亡・子の予防接種は廃止。
※詳細は「県職ニュース」３月２日付（特集号）参照。

4/1～

城

山

病

院

一
宮
・
稲
沢
市
民

病
院
へ
の
派
遣
職
員

上 参加者の皆さん

女
性
、
男
性
の
１
・
２
・
３
位

の
方
々
。
お
め
で
と
う
！

組合では、通勤時間１時間30分以内、
育児・介護を行う組合員への配慮等、
病院事業庁との「口頭確認事項」に違
反する人事異動に対して、「事後110番」
「各種ハラスメント相談」を開設しま
す。この受付期間を過ぎると対応はで
きなくなります。
＜受付期間・時間＞

３月16日（金）内示日 20時まで
３月17日（土）・18日（日）

8時45分～18時30分
＜連絡先＞
ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ ０５２－９５４－６８８１
直 通 ０５２－９５１－４０３６


